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ヤナギの挿木のき違根に及、ぼす

生長調整物質撒布の効果

粛藤雄一

THE EFFECT OF SPRA YING THE CUTTINGS WITH 
PLANT GROWTH REGULATING SUBSTANCES ON 
THE ROOTING OF SALIX GRACILI8I'YLA MIQ. 

By 

Yuichi SArr;δ 

1.緒雷

人工林の生長量増加，形質向上の一方途として林木育種特に精英樹増殖による方法が

近来唱導されている。この目的のために優良な遺伝質が確実に継承出来る挿木法の採用が

実用的に拡大されつつあるので，挿穂の発根促進が重要な問題となって来る。その幾つか

の手段の中で植物生長調整物質の利用の問題は現在最も重要視されているものの一つで，

且つ将来に於ても有望な研究課題ということが出来る。

重要な木本植物に生長調整物質を用いて挿木の発根を促進せしめた研究は COOPER

(1935)がイチジクその他の挿穂の頂部にかインドーノレ酷酸を含むラノリシ軟膏を塗布し

て根の形成を促進したに始まる。併しその後 HITCHCOCK及び ZIMMERMAN(1936)等が挿

穂の基部を生長調整物質で処理すると発根が著しい事実を発表して以来，同様な方法によ

る研究は彩しし且つ大きな実用的の成果を挙げて小る。近来尿素を始め燐酸その他肥料

溶液の葉面撤布の効果に関する研究は急速に進展しているが生長調整物質の茎葉面撤布に

よる挿木発根促進の効果に関しては殆んど発表されていない。著者は生長調整物質の芽及

び薬面撤布によりアカマツの花性分化がある程度支配可能であることを発表した (1954)。

C∞'PERによる挿穂の頂部処理の実験やオランダやスコットランド地方で行われていると

いう挿穂の頂部の切込の中に発芽した小麦種子を挿入して発根促進を行う事実等から，挿

木に於ても生長調整物質の撒布によりその茎葉面渉透とその向基的移動によって，挿木の

筆者はJ鳥取大拳農拳部造林拳教授



920 

発根までの期間中茎葉面に生長調整物質を頻繁に撒布することにより短期間の基部処理よ

りも有効に根の形成を促進出来るであろうと考えて実験に着手している。この報告に於て

は上記の予備実験として落葉広葉樹で水中に於て容易に発根し，その経過が明瞭に観察出

来るネコヤナギ Salixgracilistyla MIQ.を用いた結果に就いて述べる。

II. 供試材料反び賓蟻結果

賓験 1.

供試材料として鳥取大学農学部近傍を流れる袋川の河畔のネゴヤナギ約20年生を用

いた。

採穂長は約30cm末径7-18mmで葉はこれを摘んだ。 500ccの三角フラスコを容器

として用い水道水を入れ，挿穂を水中に約12cm挿入した。昭和29年11月4日温度平均

25-270Cの恒温器内におき，内部に2cpの電球を点じ照度200-300ルックスとしたが，

処理のときは室内光の下に行った。生長調整物質として三共製薬の aーナアタリシ酢酸ソー

ダ (Na・NAA)及び石原産業の 2，4-Dソーダ(Na・2，4-D)を使用した。蒸散した水分量は毎

日補給した。 撒布はこの場合は毛筆を以て午前10時頃及び午後4時頃の 2回茎や芽がし・

っとり濡れる程度に生長調整物質の水溶液を気中部に塗布した。又別に対比区を設けて水

道水を塗布した。発根は処理後7日自に始まり 11月18日調査の結果は第1表の通りであ

った。

発般は水際部から始まり漸次下端に近い部位まで発根をみたものもある。然し何れの

場合も下端に於けるカノレスの形成は見られなかった。 Na・NAA3区の内では 100ppm区

が樹皮の変色もないか又はらっても軽度で，茎の肥大も頂端のカ Jレス形成も顕著であり，

発根数も多くその伸長吠態も良好であった。対比区に較べて根の太さが著しく大?であるこ

とが特徴であったが根長はやや短かかった。又茎の発芽と水際部に於ける気中発根もみら

れた。次に 10ppm区が好結果であったが根の太さは前者程でなく， 1，000 ppm区は樹皮

の薬害もやや著しく発根も不良であった。茎の気中部の肥大及び頂端のカノレス形成は

1，000ppm区及び100ppm区に顕著な例があった。 1，000ppm区には又一穴から 10-15本

.集団的に細根が発根するものが見られた。 Na・2，4-D区は3区とも樹皮顕著に黒変して著

しい害を受けた。発根も 10ppm区にただ1本で明らかに抑制jされた。 これは濃度が大で

あったためと思われる。頂部のカlレス形成及び発芽はともに見られなかった。生長調整物

賀処理をしない対比区は軽度の頂部カノレス形成がみられ，発根数も相当多かった。以上を

通じて明らかに生長調整物賀撒布の影響がみられた。



Table 1. Details of r∞，ting and budding of experiment 1. After 15 days 

Diameter No.of No.of 
官dEatt cbmhas醐ta lhll  ES噌Fム{咽w也雪v • } d 国

tIh，ge snlhgo∞nth gt eosf t Growth Cut~ing' aot f tehue tttinop g oIf njbuarry k oSf wceultltining g Formation root 
No.of 

Substane倒} No. of cal1us above root in shoot water 
(cm) water (cm) 、

Sodium 
alfvancaepthattae lerEF 

1 0.7 Mediate Slight 10 Slender 1.2 

2 1.2 Slight S Slight 1 4 S 1.1 8 0.3 

(N1v0pNpAm A) 3 1.3 S 一 S 8 10 S 3.0 2 2.3 

1 1.'7 lntense Intense 12 12 Thi巴k 3.1 4 0.1 

Na・NAA 2 1.4 S Mediate Mediate 5 Mediate 2.7 8 0.1 
100ppm 8 1.2 S M 1 8 S 0.6 1 0.1 

4 1.8 S S M 2 8 T 2.2 一
1 1.5 M I M 27 42 S 1.1 6 0.2 

Na.NAA 2 1.2 M M 2 S 0.2 1，000ppm 
8 0.9 Intense S 

2，4--dichloro- 1 1.2 M S 1 7 S 1.3 

phe(NIleax・2y.a4c『eDta)te 2 0.7 I S 一
lOppm 8 0.9 I S 一

1 1.0 I M 

Na・2，4-D 2 1.2 I S ー ー
l00ppm s 1.1 I M 

4 0.9 I S 一
< 

1 0.9 I S 一 一
Na・2，4-D 2 1.0 1，000ppm I S 一

8 0.8 I S 一 一 一
1 S 9 S 5.1 一

Control 2 S 4 13 s 9.5 一
3 S 8 S 2.5 一

Thick : more than巴a.1.0 mm. Mediate: 0.6-1.0 mm. Slender: 1ωs than ca. 0.6 mm. 
富
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Table 2. Details of rooting and budding of experiment 1I. After 19 days 

Diameter No.of NO.of Thi血醐性「閣@T品hof1| NOd tLh組e自hlgo∞tnhgt eosf t Growth Cutting at ethue tttIEoIp Z oIf njbuarry k root 
Substances No. lof cutting of cutting! of callus above root in of root sh∞t 

water wat恐r at base (cm) (cm) 

1 1.9 1 5 Slender 3.2 

NaIp・2p，m4-D 2 1.7 S Slight 1 8 S 4.3 

s 1.4 : Mediate I 1 5 5 S 5.4 

1 1.9 M S 2 8 Mediate 5.5 

Na・2，4-D 2 1.4 M S 8 
5ppm 3d 1.2 M 

|MedS iate | l 
I S 0.7 

4 2.2 一 S 7 M 1.9 

Na.NAA 1 l.5 S S 8 8 S 4.5 8 3.0 
f 

lOppm 2 13 S 6 S 3.4 4 4，0 

ld 1.2 M ~， 3. 1& Thick 3.2 2 2.5 

Na'NAA 2 2.0 一 S M 2 18 T 7.0 .ふー

Iωppm g 1.5 M S s S 15 2 2.0 

4 1.5 M M 7 ~ T 1.5 

ld 1.5 S 8 12 S' 5.8 7 7.8 

Control 2 1.5 S 9 S 3.6 4 7.0 

8 1.6 S S 15 M 4.4 5 8.5 

d: Disbudd叫 cutting; Disbudded eutting $hot adventitioUSly.、
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責験 11.

第2回の実験は 11月2;5日に実施し，要領は前回と同様であるがこの回tr.t.恒温器内を 4

暗室とした。併し処理のときは室内光の下に行った。

叉一部のものに就いては芽を欠き取って実施した。 生長調整物質は Na・NAAとNa.

2，4-Dで後者は前回の結果から濃度を薄めて 1ppm， 5 ppmとした。 12月5日より発根

を認め 12月13日に調査を行った。その結果は第2表の通りである。

この回は樹皮の変色はみられなかった。 Na.NAA区では発根は前回同様100ppm区・

がよく発根数も多く，且つ太さも大であった。 又茎の肥大がやや認められた。 10ppm区

は矢張り根がやや細かったが伸長は前者より良好であった。両区とも発芽伸長がみちれたo

Na・2，4-D区では薬害による樹皮の変色はなかったが発根数少なく太さも細かった。然し

様の伸長は 1ppm区では良好であった。 発芽伸長は見られなかった。対比区は前回と同

様に根は細かったが発根数は多く，発芽伸長も良好であった。芽を欠き取ったものはその

両側から不定芽が出たものがあり，発芽をみなかった、Na・2，4-D5 ppm区では発根不良で

あったが， 発芽伸長をみた Na.NAA100 PPfil.区と対比区のものは発根朕態は良好であっ

た。

この実験は暗室であるが明室の前回と大差ない発芽発根の結果を示しているこ』とは注

因される。

費験 111.

第3回の実験は昭和30年1月24日に着手した。 Na.NAA区は対比のため 190ppm

区のみとし， Na・2，4-D区は更に濃度を薄めて 0.1ppm及で0.01ppmとした。 更に和光

純薬工業製インド{ノレ酷酸カリ(K・IAA)区と大塚化学薬司会社製マレイシ酸ヒドラジツ!

ト(島任王-30)0.003 ppm民を加えた。 実験の要領は第2固と同様で2月8日調査し，その

間24回の撒布を行っている。 1月30日発根を始め 2月2日発芽を始めた。この度も樹

皮の変色，下端のカノレス形成は認められなかった。 Na・NAA区は前回通り成績良好であっ

た。 Na・2，4-D区は0.1ppm区も 0.01ppm区も発根数多く， 特に伸長が良好であったが

4・根の太さはNa・NAA区の如く太くなく細かった。両者の内では0.01ppm区がやや良好の

コょうである。この成績は対比区に比較して良好であるので明らかに発根と生長が促進され

、たものと思われる。インドーノレ酷酸カリ (K・lAA)区は発根数も多く，且つNa.NAA区と

い同様に根の太いことが特徴であった。 MH-30区も発根数相当に多く仲長も良好であり，

その太さは対比区よりやや太かったので発根，伸長が抑制されてはいない。



Table 3. Detals ofrooting and budding of experiment IlI. 

Growth 
8ubstanc邸

Potassium 
indoleacetate 
(K.・IAA)
10ppm 

K.IAA 
50ppm 

K.IAA 
100ppm 

Na.NAA 
l00ppm 

Malei巴

h{MdHra-z8i0d) e 

0.OO3ppm 

Na・2，4-D
O.lp戸n

Na・2，4-D
O.Olppm 

Control 

Diameter 
Cutting I at the top 
No. lof cutting 

ld 

2 

8 

ld 

2 

8 

ld 

2 

8 

ld 

2 

ld 
、2

s 

ld 

2 

8 

ld 

2 

(cm) 

0.9 

1.2 

1.1 

0.9 

1.1 

0.8 

1.0 

1.2 

1.0 

1.2 

1.1 

1.4 

1.0 

0.9 

1.2 
1.1. 

1.1 

1.2 

d: Disbu剖eCI'CU'枕ing.

oIf njbuarry k 
of cutting 

8light 

S 

S 

S 

， Mediate 

S 

S 

S 

S 

一 S 

81ight 

S 

S 

S 

Mediate 

M 

No.of 
root 
above 
water 

2 

8 

8 

7 

4 

4 

4 

2 

6 

5 

1 

2 

1 

5 

4 

1 

2 

1 

No.of 
root in 
water 

12 

19 

15 

13 

7 

6 

10 

20 

17 

18 

27 

22 

7 

12 

24 

16 

11 

16 

20 

四 ckn醐』ll 官m(凹凶ot ) of root . 
at base 

Mediate 

Thick 

T 

T 

T 

T 

M 

T 

T 

T 

T 

M 

M 

M 

81叩 der

S 

S 

S 

M 

6.2 

7.5 

3.6 

3.4 

3.6 

2.8 

3.4 

5.4 

3.8 

5.5 

5.2 

5.0 

3.2 

4.8 

8.0 

2.5 

2.2 

10.2 

6.8 

After 16 days 

Na of l M|l umdn(lg凹聞xt栂hg)t 倒dt 
shoot 

2 

4 

8 

8 

8 

1 

8 

1 

4 

4 

1 

5 

6 

2 

6 

0.3 

3 

8 

2.8 

1.2 

8 

3.5 

0.3 

4 

1.6 

0.7 

2 

2.2 

2.3 

2 

2.7 

4.4 

程
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III.論議

住木 (1943)は挿穂に対する生畏調整物質の普通の処理法として1.ラノリン軟膏法

II.注射法 III.浸漬法 IV.タルク処理法及び濃液処理法を挙げているが何れも基部処

理法である。著者はこのほかに前述の如く頂部処理法に就いても研究を要するもので，特

に尿素の葉面撤布の如く生長調整物質の葉面撤布(落葉樹のときは茎芽面撤布)の効果に

就いて研究すべきものと考える。勿論この方法には温度の低下，呼吸作用や同化作用の障

碍等の生畏抑制的の働きもあるものと思われるがこれ等も撒布時間，方法等の考慮により

軽減可能と考える。上記のネコヤナギの実験により明らかに生長調整物質の上部茎芽面撤

布が挿穂の発根に影響あることを認めた。故に野外に於ける実験により発根促進の効果を

期待出来る可能性あるものと考えられる。この場合最も問題となるのは撒布溶液の濃度で

あると思われる。 なおこのほかに溶液の pH及び HITCHCOCK及び ZIMMERMANによる

アルコーノレ少量添加等による細胞の透過性の促進等の問題があるが，との場合触れなかっ

た。実験の結果によるとネゴヤナギに於ては非生長調整物質処理区の芽を摘除し本ものに

就いても不定芽の発芽及び発根がみられたので，茎に於ける生長ホノレモンの貯戴又は形成

があるものと想像される。又橘高，大山 (1950)及び兵頭 (1952)によると， トグナ色/ニセ

アヵνヤの挿木に於てある限界までは挿穂の太いものが発根良好であるというが，この場

合も同様な傾向がみられた。

撒布洛液の濃度は浸漬法に於て好結果の濃度が参考となる。 NAAに就いて高原(1951)

l はアカマツに就いて1O-100ppm， 兵頭 (1952)は英国トグナνニセアカνヤで 50-100

ppm，中平 (1952)はミツマタで 100-200ppm，大山 (1953)はハンノキ類で 100ppmで，

玉利 (1941)はクハで 100ppm， HEITMULLER (1952)はニレとカヘデで5ppm， プナとモ

ミで20ppmで何れも好結果を得ている。本実験に於て好結果を示した 10-100ppmは上

記の例からして， 短時間処理の場合の濃液よりも 12-24時間処理の場合の有効な濃度と

大体類似しているということが出来る。特に NAA処理区は対比区に比較して根が著しく

太いことが特徴であって， この事実はスギの 1年生校挿(青挿)の根が多年生枝挿(赤挿)

の根に比較して著しく太いことと類似しており，ホノレモンの豊富な存在によるものと想像

される。 次に2，4-Dは首畑除草剤として普通生長抑制的に利用されるが生長促進剤とし

ての効果に関する研究は少ない。 HAAS及び BRUSCA(1953)によると Avocado鰐梨の芽

生えに於て培養液の根の生長増進は 2，4-Dの0.01ppmで良好で0.015ppmが生長抑制の

限界濃度であるという。又小野 (1952)によるとトクモロコνの根の生育は 0.25ppm以下

で促進されるというが，本実験に於ても 0.1及び 0.01ppmで発根，生育は促進されていて

上記の報告とほぼ一致している。 IAAに就いては HEITMULLER(1952)によるとカラマツ，
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プナで 10ppm，玉手1](1941)はスギで 100ppmで好成績を得たという。 本実験に於ても

1O~100ppm の濃度で何れも促進的な効果を得ている。ネコヤナギに就いて最適な浸漬法

の濃度の査定を行りていないのであるが，上記の実験例から茎芽面撤布に適当な生畏調整

物質の溶液の濃度は一般に浸漬法の場合の適当な濃度と大体同じ位のよ 5に想像される.'

IV.摘要

温度 250~270C の恒温器の中におかれた三角プラスコの水中に挿されたネコヤナギの

挿穂の上部の茎芽面に植物生長調整物質水溶液を撒布して，その発根に及ぼす影響を観察

した。 ス J

実験の結果生長調整物質の撒布は挿穂の発根，伸長に明らかに影響を与えることを確

認した。恒温器内の明暗はあまり明確な影響を与えなかった。又生長調整物質で処理しな

い摘芽した挿穂も暗室内で発芽，発根した。水溶液の濃度は Na.NAAでは 10.-1∞ppm.
が良好で対比区に較べて特に根の太いことが特徴であった。 Na・2，4-Dは0.1-0.0.1ppn;t • 

が好結果で根は細かったが伸長が著し.かった。 K.IAA は1O~100 ppmともに良好で Na・

NAA同様根は太かった。 MH-30，0.003 ppm区は発根， 伸長ともに抑制されず根はlや守

太かった。これ等の撒布法に於て適当な溶液濃度は基部処理法の浸漬法に於ける生長調整

物質の適当な溶液濃度と大体同様と思われる。
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Summary 

The e妊ectof spraying the top of the cuttings with plant growth regulating 
substances on the rooting of Salix gracilistyla MIQ. was examined. The bases of 
the cutting were set in the water in erlenmeyer's flasks placed in thermostat. The 
rooting and budding of it were c1early affected by the spraying. Light or dark in 
the thermωtat adjusted the temperature 250-270C had not the influences worth 
mentioning on it. The cuttings， disbudded and sprayed with water， rooted and shot 
in dark. The spraying with sodium alfa-naphtaleneacetate (Na.NAA) 10-100 ppm 
釦 lutionsgave conspicuously better effects出anthe control on the rooting and 

budding of the cuttings， especially .characterized by the thickness of the roots in 
diameter. Rooting and budding were promoted by the spray with water solutions 
containing 0.1-0.01 ppm sodium 2， 4-dichlorophenoxyacetate I Na・2，4-D). The roots 
were slender despite marked elcmgation. Potassium indoleacetate (K・IAA)10-100 

ppm solutions made good consequences as like as NAA. The adaptable concentration 

of the solution of plant growth regulating substances in spraying method seems to 
be nearly the same as出atof base-soaking method. 



Plate 1 

Fig. 1. Rooting of the cuttings of Sal悦 glαdlistylawhich were 
sprayed with plant growth regulating substances 

1. Potassium indoleacetate (K・1AA)10 ppm solution 
2. Potassium indoleacetate (K・1AA)50 ppm solution 
3. Potassium indoleacetate (K・1AA)100 ppm solution 
4. Sodium alfa-naphtaleneacetate (Na.NAA) 100 ppm solution 

5. Maleic hydrazide 0.003 ppm solution 

6. Sodium 2， 4-dichlorophenoxyacetate (Na・2，4-D) 0.1 ppm solution 
7. Sodium 2， 4-dichlorophenoxyacetate (Na.2， 4-D) 0.01 ppm solution 

8. Control 


